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第 2 章では，換気量測定に最も広く用いられている赤外線式CO2 濃度分析計を用い，実状lと即した誤
差特性を把握し数値実験の際の濃度測定誤差の与え方のための基礎資料を得ている。













第 6 章では，上述の考察をもとに廊下・ダイニングルーム，居間の 3 室で構成される給排気方式を持つ
実在の建物において，ガス濃度減衰法lとより換気量の推定を試みている。その結果，室相互の換気が得ら
れるこ室換気算定法の有用性が明らかとなり，同時に給気口の換気効果を明確にしている。
総括では，本論文で得られた結果lζ基づく総合的な結論ム今後の研究において残された問題点を提起
している。
論文の審査結果の要旨
本論文は， トレーサーガス法による室空間の換気量算定において換気量を精度良く推定する乙とを目的
1<:，単一室と室相互の換気を有するこ室の場合について，数値実験と模型実験lとより検討したもので，主
な成果を要約すると次の通りである。
(1) 広く利用されている赤外線式ガス濃度分析計の誤差特性を明らかにし，測定誤差の基礎資料を得てい
る。
(2) 単一室においてガス濃度と発生量に生じる誤差出現確率が二変数正規確率密度関数に従うときの換気
量算定誤差を種々考察し，減衰法では換気量誤差は換気量に関係なく，初期濃度に対する濃度比が 0.3
'" 0.51となる濃度を用いると，精度良く得られる乙とを実証しているo しかし，ガス発生法では測定時
間を長くするほど望ましい結果が得られるが，濃度比だけでなく，換気量や発生量も関係し，一考を要
する乙とを示している。
(3) いろいろな換気パターンの二室換気において，濃度誤差と換気量算定誤差の関係を明らかにし，減衰
法でもガス発生法でも，基本的には一室換気と類似している乙とを実証し，換気量算定の基本的な指針
を与えている。
(4) 二室換気の算定で，濃度変動理論式より推定する方法はかなり精度良く得られ有効であるが，濃度の
最小二乗法を用いて近似解析で算定する方法は誤差が大きくなる傾向があり，多数室換気量算定には限
界のあることを示唆している。
(5) 現存する三室からなる給排気方式を持つ住居の換気量を減衰法によって推定し 給気口の換気効果を
明らかにしている。また，現実の室では流入空気の短絡現象，ガス濃度の不均一分布など換気量算定に
際して解明すべき重要な課題を指摘している。
以上の様1<:，本論文はトレーサーガス法による換気量算定iζ関する多くの知見を得ており，建築環境工
学の発展に寄与すると乙ろが大きし、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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